
※１　掘削と遺構面の間に30ｃｍの保護層が確保されない場合、道路等永久構造物の設置、高さ
３ｍ以上の盛土等

※２　工事区域が狭小で、安全上、通常の発掘調査の実施が著しく困難な場合等
※３　掘削と遺構面の間に30ｃｍの保護層が確保され、かつ、鋼管杭等による埋蔵文化財の破壊
が建築面積の５％以内である場合等

〇調査費用は原則
事業者負担

〇立会日程の
調整が必要

〇工事中に遺跡が見つかった
場合は、第96条の届出が必要

試掘・確認調査の実施

本発掘調査 工事立会 慎重工事

工事掘削が
埋蔵文化財に影響を
与える可能性が
極めて低い場合

※３

工事掘削が
埋蔵文化財に

影響を与える場合
※１

工事掘削が
埋蔵文化財に影響
を与える可能性が

ある場合
※２

明石市における埋蔵文化財取り扱いフロー

「埋蔵文化財の包蔵地所在照会書」による遺跡の照会

「埋蔵文化財発掘届出について」提出
【文化財保護法第93条】

遺跡なし

遺跡を損傷するおそれがない、
または埋蔵文化財が存在
しないことが明らかな場合

遺跡あり

書類の提出は不要

「埋蔵文化財発掘調査依頼書」提出

埋蔵文化財包蔵地　内　（有） 埋蔵文化財包蔵地　外　（無）

工事計画内容と事業地および周辺の埋蔵文化財の状況から検討

遺跡を損傷する
おそれがある場合

事業地周辺の埋蔵文化財の
存在が不明な場合

包蔵地の近接地または
敷地面積が500㎡以上に該当する
【明石市開発事業における手続及び
基準等に関する条例施行規則】

該当しない（a） 該当する（b,c）


